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This essay examines Lewis Padgett’s “Mimsy Were the Borogoves” and Robert Shaye’s 
film adaptation The Last Mimzy. Both are inspired by Lewis Carroll’s Through the 
Looking-Glass. In the original story by Carroll, ‘mimsy’ is one of the hard words in the 
poem ‘Jabberwokky.’ In the film, the word is turned from an adjective into the proper 
name of a stuffed bunny. It carries the DNA of a pure child Emma to the future and 
saves the future generation that is going to become extinct. The spelling of ‘mimsy’ also 
has been changed from ‘-sy’ to ‘-zy’ making a new word ‘Mimzy,’ by which it is 
indicated that it is no longer an adjective. Owing to these alterations the film is made 
easier to understand for the public than the original short story by Padgett. Surprisingly, 
Alice Liddell appears in the short story by Padgett as a true author of ‘Jabberwokky’ 
and we are informed about the circumstance of the creation of the Alice books. It seems 
a very exciting hypothesis for enthusiastic Alice fans. On the other hand, Emma in the 
film finds in the book a picture of Alice, who is holding a stuffed bunny almost identical 
to the one that Emma always caresses. Alice in the film is one of the predecessors of the 
savers of humankind. Thus, both the short story and the film depict Alice Liddell as an 







イ」“Mimsy Were the Borogoves” (1943) と、その映画化作品であるロバート・シ





















1 パジェットは、ヘンリー・カットナー（Henry Kuttner, 1915-1958）と C. L. ム
ーア（Catherine Lucille Moore, 1911-1987）の夫婦共同のペンネームである。 
2 映画『ミムジー：未来からのメッセージ』は、日本語の長々しい副題が、シン








イ」“Mimsy Were the Borogoves” (1943) と、その映画化作品であるロバート・シ





















1 パジェットは、ヘンリー・カットナー（Henry Kuttner, 1915-1958）と C. L. ム
ーア（Catherine Lucille Moore, 1911-1987）の夫婦共同のペンネームである。 
2 映画『ミムジー：未来からのメッセージ』は、日本語の長々しい副題が、シン
















覚束ない。そこでアリスは、“Somehow it seems to fill my head with ideas—only I 






ってくる。本論では、「ジャバーウォッキー」の詩の３行目の ‘All mimsy were 
the borogoves’ という、これまた一読して何のことか訳が分からない、謎めいた





3 Lewis Carroll, Alice’s Adventures in Wonderland and Through the Looking-Glass, 






“Exactly so. Well then, ‘mimsy’ is ‘flimsy and miserable’ (there’s another 
portmanteau for you). And a ‘borogove’ is a thin shabby-looking bird with its 







ここに紹介した訳では ‘mimsy’ を「みむじき」、‘flimsy’ を「みえすく」、 
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が、ヒューズの『ジャマイカの烈風』（Hughes’ “High Wind in Jamaica”）の中の
一説を読み上げる場面からの引用である。  
 
“‘Babies of course are not human—they are animals, and have a very ancient 
and ramified culture, as cats have, and fishes [sic.], and even snakes; the same 
in kind as these, but much more complicated and vivid, lower vertebrates. . . . In 
short, babies have minds which work in terms and categories of their own which 









5  パジェットの短編を演劇化した、Charles G. Tailor の  “Mimsy Were the 
Borogoves: A Play in One Act” では、兄妹とも 10 代の男女に変更され、さらに
年長になっている。 
6 Lewis Padgett, “Mimsy Were the Borogoves” in Robert Silverberg ed. The Science 






























































































「ジャバーウォッキー」中の造語 ‘wabe’ ‘gyre’ ‘gimble’ について」の同様の指
摘を参照。 
9【町山智浩のアメリカ映画特電】『ラストミムジー』ヘンリー・カットナーの
SF 小説『ボロゴーヴはミムジイ』の映画版  <https://mclip.tv/video/_F82pGS-







両者はまったく異なっていると言っても過言でない。Emily Midkiff は、これを 



















10 Emily Midkiff, “The Alien Child” in Michael M. Levy & Farah Mendesohn, eds. 
Aliens in Popular Culture (Santa Barbara: Greenwood, 2019), 16. 
11  Stephen William Shaufere の  “Never, Ever Break Up a Family” (Journal of 
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’Twas brillig, and the slithy toves 
Did gyre and gimble in the wabe: 
All mimsy were the borogoves, 























短編「ボロゴーヴはミムジイ」も、ともに ‘mimsy’ と ‘s’ が使用されているの







みよう。問題とすべきなのは、この詩の３行目、‘All mimsy were the borogoves’ 
である。この文の主語は ‘the borogoves’ であり、形容詞の ‘mimsy’ が、副詞の 
‘all’（すなわち「まったく」とか「すっかり」）を伴って、行頭に来ている（倒
置になっている）に過ぎない。先の高山宏の訳では ‘all mimsy’ で「げにみむじ
き」となっていて、‘mimsy’ には「みむじき」という、古語のような形容詞の造
語が当てられていた。‘mimsy’ は形容詞と取ることが正しいのだ。さらに参考
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としていて、原語 ‘borogoves’ の発音により近づけている。もっとも 343 頁の
注 17 の書名の紹介の箇所では相変わらず『げにみむじきはぼろこうぶ』と「こ」
のままであって濁点は打たれていない。この件は拙論「『鏡の国のアリス』「ジ


























 モーム・ラースもアウトグレイブす 17 
 



































 モーム・ラースもアウトグレイブす 17 
 






















聞かせる場面だ。映画の開始後ほぼ 34 分の場面である。元の英語で “It was 
brillig and the slithy toves / Did gyre and gimble in the wabe: / All mimsy were the 









































に再び遡って考えてみよう。この詩の文句 ‘All mimsy were the borogoves’ は、
この文の全体を倒置であると解釈して、主語を ‘the borogoves’ とみなし、述語
を ‘all mimsy’ とみなすのが自然で正しい解釈であった。すなわち、「ボロゴー
ヴは、ミムジイ／ミムジーだ」が正しい訳し方であるということになる。とこ
ろが、何かの弾みで、この自然で正しい解釈とは逆に、主語が ‘all mimsy’ に見
え、述語が ‘the borogoves’ に見えてしまう、ということはないであろうか。主
語が先にあり、補語が後に来るという順序は、英語の構文として極めて一般的
であるという事情から、このように、主語→補語 の語順に見えてしまうという
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彼の印象的な “Hello (I Love You)” が流れるのである。このことはネット上にも
紹介されている。 
 
In March 2007, the Waters song “Hello (I Love You)” was featured in the science 
fiction film The Last Mimzy. The song plays over the film’s end credits. He 
released it as a single, on CD and via download, and described it as “a song that 
captures the themes of the movie, the clash between humanity’s best and worst 











22 Wikipedia, “Roger Waters” の項。 















しまったなどということではない。彼らは意図的に ‘mimsy’ の綴りの ‘s’ を 
‘z’ に置き換えて、‘mimzy’ という綴りにしているのだ。１字だけの微妙な変更
によって行なわれたことは、品詞の変更をさらに確実なものにすることに他な
らない。綴り字１字の変更によって、よくある英語の形容詞の語尾 ‘-sy’ が 
‘mimsy’ という語から消え、その代わりの語尾として ‘-zy’ を持つことに変更
されたことで、‘mimzy’ という語がますます名詞らしくなっているのである。
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用例が 10 あまり挙げられている。24 その最古のものは、当然ながらキャロル
からの例であり、1855 年の Mischmasch に、はじめて  ‘All mimsy were the 
borogoves’ の語句が出た時になっている。1871年の『鏡の国アリス』の「ジャ
バーウォッキー」はどういう訳か省略されていて、次には 1880 年の Abtrim & 
Down Gloss における用例が挙げられている。次いで、1895年の S. Christianに
よる使用例となっているが、これらはいずれも依然として形容詞であるようだ。
OED では挙げられていないが、ネットで調べてみたところ、Florence Eugenie 
Davidson による “Just an Episode” の中に Mimsy という名の人物が登場して
いる。これの場合は、女性の人名であるらしい。出典は、Chambers’s Journal, sixth 





















24 OED では、‘mimsey’ の項目の中に ‘mimsy’ と ‘mimzy’ が２つとも含めら
れてしまっているが、この両者を区別しようというのが本論の立場である。 
25 ピクシブ百科事典「ミムジー＆ロロ」の項による。<https://dic.pixiv.net/a/ミム
ジー%26ロロ>（2020年 11月 26日閲覧） 
山内　暁彦
40 41− −









だ。彼の本名は、Sir Nicholas de Mimsy-Porpington KG なのである。26 斬首され
たのにもかかわらず、手違いで首の皮一枚残した状態になってしまった、情け
ない中途半端な状態の人物像と、‘mimsy’ という語が本来持っていると想定さ
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